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＜連絡事項＞

· 9/15までに医療福祉学会の抄録を提出する事。

· 収穫祭を9/30・10/1の2日かけて実施する予定。

＜事例検討＞

秋山　和子様（49）　統合失調症　　デイケア利用開始：H22.8.1～（2年0ヶ月）

検討内容：治療計画の評価・検討、面談内容の報告

治療計画
1 定期的な通所を通じて、社会性の拡大を図れるよう援助する。

2 必要に応じて面談を行い、本人の出来ていることを評価していく。

評価
1 について

· デイケア利用は来たくないと思うが利用していると話している。来ることに対しての抵抗は特になく、来たくない理由もはっきりとしないと話す。

· 他科受診では、以前は不調も我慢していたが、今は相談して必要時には他科受診することが出来ている。

2 について

· 担当医に外来にて言った事や、生活状況・身体不調等の報告は受けている。

· 自分で通所内の役割を見つけて動いてくれている事はその都度本人へ評価として返している。

面談内容の報告
現在困っていること

· お母様がもらい物などを積み上げて片付けないことを挙げており、観ているとイライラしてしまうとの事。お姉様へ相談しても、“あとで”と言われ、現状の変化は無いと話している。

· デイケア利用については、話をすることが苦手な為、話をしたくないと話しているが、スタッフに対して話をすることは出来る。

· 本が欲しいがお金が無い。

· 生活で困っていることを考えると、「死にたい、死んだら楽になるかな」と考えてしまう事があると話している。死にたい明確な理由は無く、現状から開放されたいという意志を“死にたい”と表現しているとの事。

今後の治療計画と対応
· ①②共に継続していく。

· 家族に対しては、本人が出来る事ととしてアドバイスをしていく。

· ご家族への不満は、家族に向けたりぶつける前にスタッフへ相談するよう促す。

＜利用者様情報＞

淡路智恵子様～来所時から頭痛・鼻閉・咳を訴えており、体温37.1℃。外来にて風邪薬処方となったと報告受けている。

大久保律子様～盆から頭痛があると話しており、本日欠席している。手持ちの鎮痛剤にて対処していると話しているが、痛みが続くようであれば他科受診するよう促している。

藤村　翔　様～廊下歩行中に、「黙れ」「殴ってやる」など怒り口調での独語が聞かれており、他メンバーより恐いと訴え聞かれている。本人からも、廊下歩行中に命令口調での幻聴があると訴え聞かれており、現実との区別は出来ているとの事。周囲との関係や行動を観察し、必要時には介入していく。

稲垣　ふき様～来所時から「落ち着かない」と本人から訴えあり、昨日同様早めの帰荘を希望されている。1日様子を見てから決める事を本人へ返している。

高橋　洋子様～昨日の帰宅後に自宅の冷蔵庫を空けたら缶ビールが足に落ちたと報告あり。右足第１肢に裂傷あり、歩行時の痛みを訴えており運動プログラムは見学している。歩行自体には影響なく、腫脹も見られていない。

田中　一　様～来所前に自宅の戸締りを10回ほど確認してから来所したと報告あり、1時間以上遅れて来所している。チェック表を使用して確認を行った後でも、不安になり確認を繰り返してしまうとの事。

種本　サハ様～カレンダーにて日付けを確認しているが、直後に日にちを忘れて周囲の人への確認を繰り返している。プログラム中はぼんやりとしていることや眠っている事があり、昨日は夜間に充分な睡眠が取れなかったとの事。又、デイナイトケアの食事代金を支払った後にも支払った事を忘れている事や、食券を提出していなくても「出しました」と話されている事が見られる。

前野　義勝様～本日、幸房終了後に来所しており、幸房スタッフからハローワークの見学を勧められた為、午後を利用して見学してくる予定と報告されている。見学の感想は、本日のナイトケアを利用した際にスタッフへ話をするとの事。

＜防災避難訓練　打ち合わせ＞

実施日時：8/25　13：30～

※事前に消防へ訓練を実施することを連絡しておく

13：30出火（訓練開始）

～流れ～

1 警報音と同時に、自動火災報告設備の確認に駆けつける

デイケア残り番2名・カンファレンス参加スタッフ

2 出火場所の確認

デイケア残り番2名・カンファレンス参加スタッフ

3 初期消火開始・失敗
スタッフ内2名はデイナイトケアの誘導に挙がる
4 ＳＧＭに連絡（木村）

5 ＡＯＭ・防火管理者に連絡（ＳＧＭ）

6 消防機関へ連絡（木村）・通報前に警戒音の停止（高森）

7 施設内への放送（高森）

8 避難誘導・残留者なし確認

9 人員確認（デイナイトケア：リーダー・デイケア：残り番スタッフ（李））

10 ＳＧＭに連絡（木村）、ＡＯＭ・防火管理者に連絡（ＳＧＭ）

～避難訓練のチェック項目～

· 出火場所確認（指差し呼称2回）

· 出火場所確認に向かう

· 初期消火開始

· 初期消火終了

· 消防機関への通報

· 施設内部への情報伝達

· 区画形成終了（1階・２階）

· 避難誘導開始（1階・２階）

· 避難誘導完了（1階・２階）

· 残留者なしの確認完了（1階・２階）

· 確認した部屋はドアを閉める（1階・２階）

· 人員確認終了（デイケア・デイナイトケア）

· 防火管理者へ報告

· 避難訓練終了

＜外来情報＞

淡路　智恵子様～頭痛薬は1回使ったとのこと。一昨日から風邪気味で、咳などの感冒症状があると話す。ＰＬ顆粒とセフレトニン5日分処方。

中村　鶴子　様～13日に1年ぶりに眼球上転したとのこと。続くようであれば内服調整すること説明。

秋山　和子　様～台所に油をこぼして母親に怒られたとのこと。

溝越　キク　様～体重67.8kg。お盆は誰も来なかったと話す。

川口　尚良　様～夏バテ気味で疲れているとのこと。

袴田　淑子　様～デイナイトケアからは黙って帰らないように説明。

高橋　幸雄　様～お菓子は食べていないが、主食の摂取量が多いとのこと。デイケアのごはんの量を基準に食べるように説明している。

番沢　政勝　様～扇風機を借りて使っているとのこと。

高橋　洋子　様～少し夏バテ気味だと話されている。

繁名　和恵　様～13日デイケアの帰りに墓参りに行ってきたとのこと。

豊川　明男　様～先週水曜日から下痢をしているとのこと。1ヶ月前から手指のむくみがあったが、下痢をしてから治ったと話す。1日2～3回立ちくらみして具合が悪いと話す。爪の伸びが早いような気がするとのこと。

板橋　利美　様～来週、採血予定。

清水頭　翼　様～ハロマンス筋注施行。お盆は青森に墓参りに行ったとのこと。

本多　富美　様～お盆は墓参りに行ったと話す。他メンバーは気にならなくなったとのこと。

高柳　和子　様～八戸赤十字病院からの紹介状持参している。9/1より当院が主治となる。9月いっぱいで青山荘退所予定。訪問看護も導入していくとのこと。

＜訓練開始時のスタッフ配置＞


木村　：カンファレンス


山田　：カンファレンス


上野　：カンファレンス


大谷地：カンファレンス


飯野　：カンファレンス


服部　：2階残り番


高森　：1階残り番


李　　：1階残り番


川井　：訓練内容のチェック


小嶋　：訓練内容のチェック








